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名
古
屋
電
気
学
園
は
四
月
一

日
、
組
織
変
更
と
人
事
異
動
を

行
い
、
平
成
二
十
九
年
度
の
新

体
制
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

主
な
人
事
で
は
、
大
学
副
学

長
に
曽
我
部
博
之
教
授
、
工
学

部
長
に
杉
野
丞
教
授
、
経
営
学

部
長
に
石
井
成
美
教
授
、
情
報

科
学
部
長
に
伊
藤
雅
教
授
、
基

礎
教
育
セ
ン
タ
ー
長
に
磯
部
哲

也
教
授
、
工
学
研
究
科
長
に
櫛

田
玄
一
郎
教
授
が
そ
れ
ぞ
れ
就

く
ほ
か
、
研
究
支
援
本
部
長
・

総
合
技
術
研
究
所
長
に
鈴
置
保

雄
教
授
が
就
任
し
ま
す
。

主
な
組
織
変
更
と
し
て
は
、

学
園
事
務
局
の
総
務
部
・
財
務

部
・
管
理
部
と
秘
書
室
の
三
部

一
室
を
総
務
部
・
財
務
部
の
二

部
に
統
合
し
、
管
理
部
の
管
財

課
を
財
務
部
に
、
調
達
課
と
警

備
課
、
お
よ
び
秘
書
室
を
総
務

部
に
置
き
ま
す
。

学
園
の
辞
令
交
付
式
は
八
草

キ
ャ
ン
パ
ス
本
部
棟
で
、
新
規

採
用
者
、
任
命
・
昇
格
者
の
順

に
行
わ
れ
ま
し
た
。
新
規
採
用

者
は
大
学
教
員
十
人
、
高
校
教

員
三
人
、
中
学
教
員
一
人
の
合

わ
せ
て
十
四
人
で
す
。
任
命
は

大
学
教
員
十
二
人
、
昇
格
は
大

学
教
員
七
人
、
事
務
職
員
（
管

理
職
）
二
人
で
す
。

学
園
理
事
ら
が
立
ち
会
い
、

一
人
ひ
と
り
に
後
藤
泰
之
理
事

長
か
ら
辞
令
が
交
付
さ
れ
ま
し

た
。
後
藤
理
事
長
は
、
新
規
採

用
者
へ
の
挨
拶
で
「
学
園
の
教

育
の
モ
ッ
ト
ー
『
創
造
と
人
間

性
』
の
も
と
、
優
秀
な
人
材
を

育
て
る
使
命
が
あ
り
ま
す
。
大

い
に
ご
自
分
の
力
を
発
揮
し
て

頑
張
っ
て
い
た
だ
き
た
い
」
と

激
励
し
ま
し
た
。
ま
た
任
命
・

昇
格
者
に
対
す
る
挨
拶
で
「
着

学
園
の
二
十
九
年
度
新
体
制
が
ス
タ
ー
ト

大
学
副
学
長
に
曽
我
部
教
授

新しい体制で行われた年度始め式

吉
村
真
晴
・
石
川
佳
純
選
手
が
金
メ
ダ
ル
獲
得
！

　

五
月
二
十
九
日
～
六
月
五
日

に
開
催
さ
れ
た
世
界
卓
球
選
手

権
ド
イ
ツ
大
会
個
人
戦
で
、
混

合
ダ
ブ
ル
ス
の
吉
村
真
晴
選

手
（
本
学
出
身
、
名
古
屋
ダ
イ

ハ
ツ
）
と
石
川
佳
純
選
手
（
全

農
）
の
ペ
ア
が
優
勝
を
果
た
し

ま
し
た
。
こ
の
種
目
で
の
日
本

勢
の
優
勝
は
、
と
も
に
本
学
出

身
の
長
谷
川
信
彦
選
手
・
今
野

安
子
選
手
の
ペ
ア
が
優
勝
し
た

一
九
六
九
年
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
大
会

以
来
、
四
十
八
年
ぶ
り
で
す
。

　

吉
村
選
手
は
経
営
学
科
四
年

生
だ
っ
た
二
〇
一
五
年
の
世
界

卓
球
で
石
川
選
手
と
ペ
ア
を
組

み
、
混
合
ダ
ブ
ル
ス
で
惜
し
く

も
銀
メ
ダ
ル
。
そ
の
〝
リ
ベ
ン

ジ
〟
を
誓
っ
て
今
大
会
に
臨
み

ま
し
た
。
準
決
勝
、
決
勝
と
も

に
、
１
―
３
か
ら
３
ゲ
ー
ム
を

連
取
し
て
の
逆
転
勝
利
を
成
し

遂
げ
「
応
援
し
て
い
た
だ
い
た

皆
さ
ん
に
恩
返
し
が
で
き
ま
し

た
」
と
喜
び
を
爆
発
さ
せ
ま
し

た
。
コ
ー
チ
と
し
て
参
加
し
、

ペ
ア
と
共
に
前
回
の
雪
辱
を
期

し
た
本
学
男
子
卓
球
部
の
鬼
頭

明
監
督
は
「
苦
し
い
場
面
で
も

ミ
ス
を
恐
れ
ず
、
最
後
ま
で
果

敢
に
攻
め
た
。
前
回
の
敗
戦
経

験
が
生
き
た
と
思
う
。
勝
因
は

ず
ば
り
、
メ
ン
タ
ル
の
強
さ
」

と
語
っ
て
い
ま
す
。

４８年ぶりの金メダルに輝いた
吉村真晴 ・ 石川佳純選手
（写真提供 ： ニッタクニュース）

実
に
ま
じ
め
に
取
り
組
む
学
園

の
姿
勢
が
社
会
で
評
価
さ
れ
、

信
頼
を
得
て
い
ま
す
。
そ
の
姿

勢
を
崩
さ
ず
、
皆
さ
ん
の
力
を

合
わ
せ
て
ま
す
ま
す
の
発
展
に

寄
与
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
」
と

述
べ
ま
し
た
。

辞令交付される曽我部博之副学長

辞
令
交
付
式  

／  

年
度
始
め
式

辞令交付式

年度始め式

設置校入学式

中高そろってＶ

選抜大会で優勝

２氏に理事長賞

全日本２度目Ｖ

愛名会総会

２

３

４

５

７

７

８
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任
命

　
【
大
学
教
員
】
曽
我
部
博
之

副
学
長
（
建
築
学
科
教
授
） 

、

杉
野
丞
工
学
部
長
（
建
築
学
科

教
授
）、
石
井
成
美
経
営
学
部

長
（
経
営
学
科
教
授
）、
伊
藤

雅
情
報
科
学
部
長
（
情
報
科
学

科
教
授
）、
磯
部
哲
也
基
礎
教

育
セ
ン
タ
ー
長 

（
基
礎
教
育
セ

ン
タ
ー
教
授
）、
櫛
田
玄
一
郎

工
学
研
究
科
長
（
機
械
学
科

教
授
）、
鈴
置
保
雄
研
究
支
援

本
部
長
・
総
合
技
術
研
究
所
長

（
電
気
学
科
教
授
）、
鳥
井
昭
宏

教
学
セ
ン
タ
ー
長
（
電
気
学
科

教
授
）、
津
田
紀
生
キ
ャ
リ
ア

セ
ン
タ
ー
長
＝
再
任
（
電
気
学

科
教
授
）、
鈴
木
晋
計
算
セ
ン

新
規
採
用

タ
ー
長
（
情
報
科
学
科
教
授
）、

古
橋
秀
夫
ロ
ボ
ッ
ト
ミ
ュ
ー
ジ

ア
ム
館
長
（
電
気
学
科
教
授
）、

内
田
敬
久
教
学
セ
ン
タ
ー
副
セ

ン
タ
ー
長（
機
械
学
科
准
教
授
）

昇
格

　
【
大
学
教
員
】
星
野
博
之
教

授(

電
気
学
科)

、
松
村
年
郎

教
授(

電
気
学
科)

、
田
中
浩

教
授
（
機
械
学
科
）、
塚
田
敏

彦
教
授
（
情
報
科
学
科
）、
岩

野
佳
英
子
教
授
（
基
礎
教
育
セ

ン
タ
ー
）、
香
川
高
弘
准
教
授

（
機
械
学
科
）、
羽
田
裕
准
教
授

（
経
営
学
科
）、
小
出
禎
子
准
教

授
（
基
礎
教
育
セ
ン
タ
ー
）、

細
淵
勇
人
講
師
（
建
築
学
科
）、

宮
本
寛
子
助
教
（
応
用
化
学

科
）【
高
校
教
員
】　

若
松
文
彦

教
諭
、
石
川
裕
斗
教
諭
、
川
島

徳
巳
教
諭
【
中
学
教
員
】　

加

藤
千
晴
教
諭

　
【
大
学
教
員
】
奥
川
雅
之
教

授
（
機
械
学
科
）、
吉
成
亮
教

授
（
経
営
学
科
）、
小
林
富
雄

教
授
（
経
営
学
科
） 

、
水
野
勝

教
教
授
（
情
報
科
学
科
）、
元

谷
卓
准
教
授
（
電
気
学
科
）、

一
刀
祐
一
准
教
授
（
基
礎
教
育

セ
ン
タ
ー
）、
東
平
彩
亜
准
教

授
（
基
礎
教
育
セ
ン
タ
ー
）【
事

務
職
員
】
西
裕
之
課
長
（
管
財

課
） 

、
奥
田
好
弘
課
長
（
キ
ャ

リ
ア
セ
ン
タ
ー
）

定
年
退
職
式
18
人
ね
ぎ
ら
う

　

学
園
の
平
成
二
十
八
年
度
定

年
退
職
者
辞
令
交
付
式
が
三
月

二
十
八
日
、
八
草
キ
ャ
ン
パ
ス

本
部
棟
会
議
室
で
開
か
れ
、
大

学
教
員
八
人
、高
校
教
員
二
人
、

専
門
学
校
教
員
二
人
、
事
務
職

員
六
人
の
合
わ
せ
て
十
八
人
が

三
月
三
十
一
日
付
で
定
年
退
職

し
ま
し
た
。
退
職
者
一
人
ひ
と

り
に
、
後
藤
泰
之
理
事
長
か
ら

辞
令
と
、
後
藤
尚
之
事
務
局
長

か
ら
記
念
品
が
、
そ
れ
ぞ
れ
手

渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

後
藤
理
事
長
は
、挨
拶
で「
私

学
を
取
り
巻
く
状
況
が
厳
し
い

中
、
各
設
置
校
の
新
入
生
は
順

調
に
集
ま
っ
て
い
ま
す
。
み
な

さ
ま
方
の
ご
尽
力
の
積
み
重
ね

が
今
日
の
学
園
に
つ
な
が
っ
て

い
ま
す
。
今
後
も
そ
れ
ぞ
れ
の

お
立
場
か
ら
、
ぜ
ひ
と
も
よ
き

ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た
だ
け
れ

ば
」
と
語
り
か
け
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
応
え
、
退
職
者
を
代

表
し
て
大
学
経
営
学
科
の
石
垣

尚
男
教
授
が
「
愛
工
大
に
は
研

究
の
自
由
が
あ
り
、
研
究
室
は

定
年
退
職
者
は
次
の
皆
さ
ん
。

　
【
大
学
】
江
口
一
彦
、
谷
本

隆
一
、
石
垣
尚
男
、
鬼
頭
繁
治
、

岸
政
七
、
戸
伏
壽
昭
、
松
本
伊

瑳
子
、
古
市
裕
司

　
【
高
校
】
久
保
芳
孝
、
渡
邉

績
　
【
専
門
学
校
】
山
内
康
義
、

村
瀬
正
敬

　
【
事
務
職
員
】
川
出
善
晴
、

粟
津
敬
雄
、
相
原
隆
、
立
枕
孝

之
、
柏
本
純
、
竹
松
宏

二
十
四
時
間
・
三
百
六
十
五
日
、

い
つ
で
も
使
う
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
自
由
に
研
究
で
き
た
素

晴
ら
し
い
環
境
に
感
謝
し
て
い

ま
す
。
退
職
者
一
同
、
学
園
の

発
展
を
心
か
ら
祈
念
し
て
い
ま

す
」
と
謝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

任命の大学教員の皆さん

後藤理事長らを囲んで、 新規採用の皆さん

昇格の大学教員の皆さん昇格の事務職員の皆さん

後藤理事長らと記念撮影する定年退職者の皆さん

辞
令
交
付
式
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大
学
の
平
成
二
十
九
年
の
年

度
始
め
式
は
四
月
一
日
、
八
草

キ
ャ
ン
パ
ス
10
号
館
大
講
義
室

で
学
園
・
大
学
の
教
職
員
が
出

席
し
て
行
わ
れ
、
後
藤
泰
之
学

長
が
挨
拶
し
ま
し
た
。

　

副
学
長
・
学
部
長
・
基
礎
教

育
セ
ン
タ
ー
長
の
紹
介
、
新
規

採
用
・
任
命
・
昇
格
者
の
紹
介

や
、
学
長
賞
の
表
彰
が
あ
り
ま

し
た
。
後
藤
理
事
長
・
学
長
の

挨
拶
要
旨
を
紹
介
し
ま
す
。

明
日
の
大
学
入
学
式
で
、

新
た
に
千
五
百
三
十
四
人
の

学
生
を
迎
え
ま
す
。
定
員
超

過
率
の
問
題
が
あ
り
、
他
大

学
と
同
様
、
か
な
り
絞
っ
た

つ
も
り
で
し
た
が
、
予
想
以

上
に
多
く
の
入
学
者
を
迎
え

る
こ
と
に
な
り
、
い
よ
い
よ

二
十
九
年
度
が
ス
タ
ー
ト

し
ま
す
。
少
子
化
に
伴
う

二
〇
一
八
年
問
題
が
来
年
に

迫
る
中
で
、
志
願
者
の
数
だ

け
で
な
く
入
学
の
手
続
き
も

非
常
に
順
調
で
し
た
。
や
は

り
社
会
に
信
頼
さ
れ
る
大
学

と
し
て
の
、
こ
れ
ま
で
の
地

道
な
取
り
組
み
が
評
価
さ
れ

て
い
る
の
だ
ろ
う
と
思
い
ま

す
。
昨
年
の
年
度
始
め
で

は「
存
在
価
値
を
高
め
よ
う
」

と
い
う
話
を
し
ま
し
た
。
社

会
に
認
め
ら
れ
る
学
生
を
送

り
出
す
た
め
の
教
育
改
善
な

ど
、
日
々
の
努
力
の
積
み
重

ね
が
、
本
学
に
対
す
る
信
頼

性
に
つ
な
が
っ
て
き
ま
し

た
。
派
手
な
こ
と
は
苦
手
で

あ
っ
て
も
、
ま
じ
め
に
こ
つ

こ
つ
取
り
組
む
姿
勢
が
「
安

心
し
て
任
せ
ら
れ
る
」
と
い

う
信
頼
に
つ
な
が
っ
て
い
ま

す
。
こ
れ
ま
で
取
り
組
ん
で

き
た
教
育
・
研
究
や
社
会
貢

献
な
ど
を
継
続
し
、
さ
ら
に

充
実
し
た
形
に
し
て
い
た
だ

け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

今
年
度
は
応
用
化
学
科

バ
イ
オ
環
境
化
学
専
攻
の
実

験
棟
が
九
月
に
完
成
し
、
後

期
か
ら
使
用
で
き
る
予
定
で

す
。
自
由
ヶ
丘
キ
ャ
ン
パ
ス

で
も
隣
接
の
土
地
を
少
し
借

り
、
教
育
環
境
の
改
善
に
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
講
義
棟
に
つ
い
て
も

「
も
う
少
し
広
い
教
室
が
ほ

し
い
」
と
い
う
要
望
を
順
次

検
討
し
て
い
き
ま
す
。
そ
の

た
め
に
は
や
は
り
安
定
し
た

経
営
が
必
要
で
、
ガ
バ
ナ
ン

ス
の
強
化
と
い
う
こ
と
も
い

わ
れ
て
い
ま
す
が
、検
討
し
、

決
定
し
た
ら
す
ぐ
に
実
行
に

移
す
早
い
判
断
が
必
要
と
な

っ
て
き
ま
す
。

総
合
技
術
研
究
所
に
は
、

新
た
に
研
究
支
援
本
部
を
立

ち
上
げ
ま
す
。
先
生
方
の
研

究
環
境
を
整
え
、
活
性
化
を

し
、
加
え
て
産
学
官
の
連
携

を
さ
ら
に
活
発
に
し
て
い
く

狙
い
が
あ
り
ま
す
。
企
業
と

大
学
を
つ
な
ぐ
窓
口
の
役
割

も
担
う
部
署
が
で
き
て
ま
い

り
ま
す
。

大
学
は
七
年
以
内
に
一

回
、
認
証
評
価
を
受
け
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
本
学
は

平
成
三
十
年
度
に
受
け
る
こ

と
に
な
り
、
今
年
度
、
そ
の

準
備
に
当
た
り
ま
す
。
一
年

を
か
け
て
し
っ
か
り
準
備

し
、
適
格
の
評
価
を
受
け
た

い
と
思
い
ま
す
の
で
、
そ
れ

ぞ
れ
の
立
場
の
先
生
方
に
は

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

「日々努力の積み重ねが信頼に」

　

澤
木
教
授
は
平
成
二
十
三

年
に
総
合
技
術
研
究
所
長
に

就
任
、
本
学
の
研
究
成
果
公

表
と
産
学
連
携
を
推
進
す
る

と
と
も
に
、
学
内
体
制
を
整

備
し
、
科
学
研
究
費
採
択
数

の
飛
躍
的
な
増
加
へ
つ
な
げ

ま
し
た
。
ま
た
大
型
研
究
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
リ
ー
ダ
ー
を

務
め
る
な
ど
本
学
の
研
究
活

動
に
貢
献
し
ま
し
た
。

　

雪
田
教
授
は
「
新
エ
ネ
ル

ギ
ー
技
術
拠
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
グ
リ
ー
ン
グ
リ
ッ
ド

シ
ス
テ
ム
の
研
究
を
平
成

二
十
六
年
度
か
ら
実
施
、
愛

知
環
境
賞
銅
賞
を
受
賞
し
ま

し
た
。
資
源
循
環
や
環
境
負

荷
低
減
の
先
駆
的
な
事
例
を

対
象
と
し
た
賞
の
受
賞
に
よ

り
本
学
の
研
究
と
社
会
貢
献

を
大
き
く
発
信
し
ま
し
た
。

　

森
教
授
は
雪
田
教
授
と
と

も
に
「
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
技
術

拠
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
グ
リ

ー
ン
グ
リ
ッ
ド
シ
ス
テ
ム
の

研
究
に
参
画
、
特
に
新
素
材

活
用
で
の
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
や

社
会
貢
献
の
広
報
活
動
を
担

当
し
、
愛
知
環
境
賞
受
賞

に
大
き
く
貢
献
し
ま
し
た
。

　

横
井
監
督
は
平
成
五
年
か

ら
フ
ェ
ン
シ
ン
グ
部
の
指
導

を
続
け
、
こ
れ
ま
で
に
全
日

本
選
手
権
大
会
準
優
勝
、
今

年
度
は
関
西
学
生
１
部
リ
ー

グ
で
三
十
九
年
ぶ
り
の
総
合

優
勝
に
導
き
ま
し
た
。
数
多

く
の
日
本
代
表
選
手
を
輩
出

す
る
だ
け
で
な
く
、
指
導
者

も
数
多
く
育
成
し
ま
し
た
。

　

山
田
課
長
は
平
成

二
十
九
年
度
か
ら
の
収
容

定
員
増
の
認
可
申
請
に
伴

っ
て
学
内
外
の
調
査
、
研

究
、
分
析
を
行
い
、
そ
の
デ

ー
タ
を
基
に
申
請
書
を
作

成
。
定
員
超
過
率
の
基
準
が

厳
格
化
さ
れ
る
中
、
認
可
を

得
る
こ
と
で
大
学
経
営
の

安
定
に
貢
献
し
ま
し
た
。

　

石
原
係
長
は
山
田
課
長

と
と
も
に
収
容
定
員
増
の

認
可
申
請
に
取
り
組
み
ま

し
た
。
特
に
入
試
デ
ー
タ
、

就
職
デ
ー
タ
、
外
部
ア
ン
ケ

ー
ト
な
ど
の
デ
ー
タ
収
集
、

分
析
を
担
当
し
、
申
請
に
お

い
て
最
も
重
要
な
設
置
の

趣
旨
を
作
成
し
ま
し
た
。

広
報
課
長
・
フ
ェ

ン
シ
ン
グ
部
監

督
、
山
田
真
吾
総

合
企
画
課
長
、
石

原
弘
士
総
合
企
画

課
係
長
の
六
氏
に

対
し
て
後
藤
泰
之

学
長
か
ら
贈
ら
れ

ま
し
た
。

　

大
学
の
平
成
二
十
八
年
度
の
学
長
賞
は

大
学
年
度
始
め
式
の
席
上
、
澤
木
宣
彦
電

気
学
科
教
授
、雪
田
和
人
電
気
学
科
教
授
、

森
竜
雄
電
気
学
科
教
授
、
横
井
浩
治
入
試

二
十
八
年
度
学
長
賞
に
六
氏

後藤学長らを囲み学長賞の６氏

年度始めの挨拶をする
後藤泰之学長

年度始め式・後藤泰之学長の挨拶要旨
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学
園
の
設
置
校
四
校
の
入
学
式
は
四
月
二
日
の
愛
知
工
業
大
学
を

皮
切
り
に
、
六
日
が
愛
工
大
名
電
高
校
と
愛
工
大
附
属
中
学
校
、
七

日
が
愛
工
大
情
報
電
子
専
門
学
校
と
順
次
行
わ
れ
、
希
望
を
胸
に
し

た
若
者
た
ち
が
学
園
に
仲
間
入
り
し
ま
し
た
。

学
園
設
置
校
四
校
で
入
学
式

大
学
の
入
学
式
は
八
草
キ
ャ

ン
パ
ス
鉀
徳
館
で
開
か
れ
ま
し

た
。
工
学
部
千
百
三
十
五
人
、

経
営
学
部
百
五
十
八
人
、
情
報

科
学
部
二
百
四
十
一
人
の
三
学

部
合
わ
せ
て
千
五
百
三
十
四
人

が
入
学
し
、
大
学
院
に
工
学
研

究
科
八
十
人
と
経
営
情
報
科
学

研
究
科
四
十
六
人
の
合
わ
せ
て

百
二
十
六
人
が
入
学
し
ま
し

た
。
ま
た
学
部
三
年
次
に
五
人

が
編
入
し
ま
し
た
。

　

後
藤
泰
之
学
長
は
、
式
辞
で

「
周
囲
の
状
況
や
時
代
の
風
潮

大
学
に
千
六
百
六
十
五
人

に
流
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
興
味

を
持
っ
て
打
ち
込
め
る『
何
か
』

を
見
つ
け
て
く
だ
さ
い
。
す
で

に
持
っ
て
い
る
人
は
、
よ
り
確

か
な
も
の
に
し
て
く
だ
さ
い
。

教
職
員
一
同
、
皆
さ
ん
を
全
力

で
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
」
と
呼
び

掛
け
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
応
え
、
新
入
生
を
代

表
し
て
情
報
科
学
部
情
報
科
学

科
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
シ
ス
テ
ム
専

攻
の
水
野
涼
雅
君
が
「
本
学
の

学
生
た
る
こ
と
を
誇
り
と
し
、

学
生
と
し
て
の
本
分
を
全
う
す

る
」
と
誓
い
の
言
葉
を
述
べ
ま

し
た
。

　

日
曜
日
と
あ
っ
て
、
二
階
席

を
埋
め
た
多
く
の
保
護
者
た
ち

が
式
を
見
守
り
ま
し
た
。
キ
ャ

ン
パ
ス
は
久
し
ぶ
り
に
人
波
で

あ
ふ
れ
、
ク
ラ
ブ
活
動
に
勧
誘

す
る
上
級
生
た
ち
の
声
が
に
ぎ

や
か
に
響
き
ま
し
た

名
電
高
校
に
六
百
三
十
八
人

附
属
中
学
は
百
二
十
人

　

名
電
高
校
の
入
学
式
は
若
水

キ
ャ
ン
パ
ス
喬
徳
館
で
行
わ

れ
、
普
通
科
四
百
五
十
七
人
、

専
門
学
科
（
科
学
技
術
科
、
情

報
科
学
科
）
百
八
十
一
人
の
合

わ
せ
て
六
百
三
十
八
人
が
入
学

し
ま
し
た
。

　

国
歌
斉
唱
と
入
学
許
可
宣
言

に
続
き
、
岩
間
博
校
長
が
式
辞

で
「
誠
実
・
勤
勉
」
を
校
訓
と

す
る
本
校
の
伝
統
に
ふ
れ
「
学

校
は
で
き
な
い
こ
と
を
で
き
る

よ
う
に
す
る
所
。
で
き
た
と
き

の
感
動
と
己
の
成
長
へ
の
手
ご

た
え
が
、
学
校
を
楽
し
い
も
の

に
変
え
て
く
れ
る
」
と
述
べ
ま

し
た
。
続
い
て
後
藤
泰
之
理
事

長
が
挨
拶
に
立
ち
「
明
確
な
目

標
を
定
め
、
達
成
の
た
め
に
努

力
を
続
け
る
こ
と
が
、
な
り
た

い
自
分
へ
の
近
道
」
と
励
ま
し

の
言
葉
を
贈
り
ま
し
た
。

　

新
入
生
を
代
表
し
、
河
邉
陽

菜
さ
ん
が
「
勉
学
に
ク
ラ
ブ
活

動
に
精
い
っ
ぱ
い
努
力
し
ま

す
」
と
宣
誓
し
ま
し
た
。

　

附
属
中
学
校
の
入
学
式
は
淳

和
記
念
館
体
育
館
で
行
わ
れ
、

百
二
十
人
が
入
学
し
ま
し
た
。

入
学
許
可
宣
言
に
続
き
、
岩
間

博
校
長
が
式
辞
を
述
べ
「
真

心
の
こ
も
っ
た
態
度
で
人
に
接

し
、
な
す
べ
き
こ
と
に
全
力
で

取
り
組
む
。
そ
ん
な
人
と
し
て

皆
さ
ん
が
成
長
し
て
く
れ
る
こ

と
を
期
待
し
て
い
ま
す
」
と
激

励
し
ま
し
た
。
後
藤
理
事
長
も

新
入
生
を
祝
福
し
ま
し
た
。

　

新
入
生
を
代
表
し
て
青
山
亮

大
君
が
「
私
た
ち
は
共
に
夢
を

実
現
さ
せ
る
た
め
日
々
努
力
し

ま
す
」
と
宣
誓
し
ま
し
た
。

専
門
学
校
は
百
二
十
九
人

二
年
連
続
で
定
員
超
え

　

情
報
電
子
専
門
学
校
の
入
学

式
は
同
校
大
教
室
で
行
わ
れ
、

前
年
に
続
い
て
定
員
を
上
回
る

百
二
十
九
人
が
入
学
し
ま
し

た
。
稲
垣
愼
二
校
長
が
式
辞
で

「
皆
さ
ん
は
単
位
制
に
変
わ
っ

て
の
第
三
期
生
。
自
分
の
ペ
ー

ス
で
学
べ
る
な
ど
多
く
の
メ
リ

ッ
ト
が
あ
り
、
何
事
に
も
明
る

く
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
く
だ

さ
い
」
と
期
待
す
る
言
葉
を
か

け
ま
し
た
。
続
い
て
後
藤
泰
之

理
事
長
が
「
専
門
技
術
者
と
し

て
の
知
識
・
技
能
、
実
践
力
と

何
事
に
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
姿

勢
を
身
に
つ
け
て
く
だ
さ
い
」

と
挨
拶
し
、
太
田
稔
彦
豊
田
市

長
か
ら
の
祝
辞
も
披
露
さ
れ
ま

し
た
。

こ
れ
を
受
け
、
新
入
生
を
代

表
し
て
情
報
工
学
科
の
多
田
匡

汰
君
が
「
本
校
建
学
の
精
神
を

わ
き
ま
え
、
先
輩
を
見
習
っ
て

勉
学
に
励
み
ま
す
」
と
誓
い
の

言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。

入学式に臨んだ新入生たち

式辞を述べる
後藤泰之学長

式辞を述べる
岩間博校長

式辞を述べる
稲垣愼二校長

誓いの言葉を述べる
多田匡汰君 宣誓する青山亮大君

今
年
も
中
高
そ
ろ
っ
て
優
勝

あ
い
わ
幼
稚
園
で
入
園
式

百
一
人
が
仲
間
入
り
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今
年
も
中
高
そ
ろ
っ
て
優
勝

中
学
は
全
国
大
会
九
連
勝

高
校
は
五
回
目
の
Ｖ

　

附
属
中
学
校
卓
球
部
は
第
十
八
回
全
国
中
学
選
抜
大
会
の
決
勝

（
三
月
二
十
七
日
・
山
形
総
合
運
動
公
園
体
育
館
）
で
明
豊
（
大
分
）

を
３
―
０
で
破
り
、
大
会
五
連
覇
を
達
成
し
ま
し
た
。
名
電
高
校
卓

球
部
も
翌
二
十
八
日
、
大
阪
市
中
央
体
育
館
で
開
か
れ
た
第
四
十
四

回
全
国
高
校
選
抜
大
会
の
決
勝
で
野
田
学
園
（
山
口
）
を
３
―
２
で

下
し
、
大
会
三
連
覇
を
成
し
遂
げ
ま
し
た
。
中
高
そ
ろ
っ
て
の
選
抜

優
勝
は
三
年
連
続
で
す
。
学
園
は
五
月
十
日
、
両
卓
球
部
に
対
し
て

学
園
表
彰
を
行
い
ま
し
た
。

あ
い
わ
幼
稚
園
で
入
園
式

百
一
人
が
仲
間
入
り

卒
園
式
に
は
九
十
七
人

　

名
古
屋
市
名
東
区
の
姉
妹
学

園
・
あ
い
わ
幼
稚
園
で
四
月
八

日
、
入
園
式
が
行
わ
れ
、
百
一 

人
の
子
供
た
ち
が
園
に
仲
間
入

り
し
ま
し
た
。
後
藤
泰
之
園
長

が
新
入
園
児
た
ち
に
「
元
気
よ

く
幼
稚
園
に
通
っ
て
き
て
く
だ

さ
い
」
と
優
し
く
語
り
か
け
、

ク
ラ
ス
ご
と
に
園
長
と
一
緒
に

記
念
撮
影
を
行
い
ま
し
た
。

　

あ
い
わ
幼
稚
園
の
卒
園
式

は
三
月
十
八
日
に
開
か
れ
、

九
十
七
人
が
卒
園
し
ま
し
た
。

お
祝
い
着
に
身
を
包
ん
だ
卒
園

児
た
ち
は
一
人
ひ
と
り
名
前
を

呼
ば
れ
、
後
藤
園
長
か
ら
修
了

証
書
を
受
け
取
り
ま
し
た
。
後

藤
園
長
か
ら
「
元
気
い
っ
ぱ
い

の
小
学
生
に
な
る
こ
と
を
楽
し

み
に
し
て
い
ま
す
」
と
励
ま
さ

れ
、
全
員
で
声
を
そ
ろ
え
て
お

礼
の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。

　

附
属
中
は
、
第
一
ス
テ
ー
ジ

予
選
リ
ー
グ
か
ら
攻
め
る
気
持

ち
で
他
を
圧
倒
し
ま
し
た
。

　

中
間
東
（
福
岡
）
と
対
戦
し

た
準
決
勝
は
、
一
番
シ
ン
グ
ル

ス
で
小
林
広
夢
選
手
が
相
手
の

エ
ー
ス
を
ス
ト
レ
ー
ト
で
破

り
、
チ
ー
ム
に
大
き
な
流
れ
を

呼
び
込
み
ま
し
た
。
二
番
も

エ
ー
ス
曽
根
翔
選
手
が
勝
ち
ま

し
た
が
、
三
番
ダ
ブ
ル
ス
で
篠

塚
大
登
選
手
・
谷
垣
佑
真
選
手

が
力
を
発
揮
で
き
ず
セ
ッ
ト

オ
ー
ル
で
負
け
ま
し
た
。
四
番

は
キ
ャ
プ
テ
ン
横
谷
晟
選
手
が

相
手
に
襲
い
掛
か
る
よ
う
な
気

迫
で
相
手
の
二
番
手
を
全
く
寄

せ
付
け
ず
、
チ
ー
ム
は
３
―
１

で
勝
利
し
ま
し
た
。「
試
合
に

向
け
て
良
い
準
備
を
し
て
い
た

小
林
を
一
番
に
起
用
し
、
こ
の

勝
利
が
や
は
り
大
き
か
っ
た
で

す
」
と
真
田
浩
二
監
督
。

　

明
豊
と
の
決
勝
戦
で
も
一
番

小
林
選
手
が
大
き
な
働
き
を
し

ま
し
た
。
相
手
の
エ
ー
ス
か
ら

一
セ
ッ
ト
目
を
失
い
、
二
セ
ッ

ト
目
も
劣
勢
で
し
た
が
、
終
盤

逆
転
勝
ち
を
し
、
そ
の
勢
い
の

ま
ま
３
―
１
で
勝
ち
ま
し
た
。

二
番
曽
根
選
手
が
勝
ち
、
三
番

ダ
ブ
ル
ス
は
苦
戦
し
ま
し
た

が
、
終
盤
攻
め
る
気
持
ち
を
忘

れ
ず
に
最
後
ま
で
戦
っ
た
結

果
、
チ
ー
ム
は
３
―
０
で
勝
利

し
ま
し
た
。

　

附
属
中
は
、
こ
れ
で
夏
の
全

中
と
合
わ
せ
て
全
国
大
会
九
連

勝
で
す
。
真
田
監
督
は
「
春
夏

と
連
続
優
勝
し
て
い
ま
す
が
、

接
戦
で
一
本
が
取
れ
て
の
優
勝

ば
か
り
で
す
。
緊
迫
し
た
場
面

で
も
選
手
た
ち
は
冷
静
さ
と
強

い
気
持
ち
を
失
う
こ
と
が
な

く
、
メ
ン
タ
ル
が
成
長
し
て
い

る
の
を
強
く
感
じ
ま
し
た
」
と

大
会
を
振
り
返
り
ま
し
た
。

　

高
校
は
、
予
選
リ
ー
グ
か
ら

失
点
す
る
苦
し
い
立
ち
上
が
り

と
な
り
ま
し
た
。

　

遊
学
館
（
石
川
）
と
対
戦
し

た
準
決
勝
で
は
、
全
国
大
会
で

高
校
生
に
一
度
し
か
負
け
て
い

な
い
二
番
の
木
造
勇
人
選
手
が

相
手
の
出
雲
卓
斗
選
手
に
０
―

３
で
敗
れ
ま
し
た
。
続
く
三
番

ダ
ブ
ル
ス
で
木
造
選
手
・
髙
見

真
己
選
手
が
相
手
の
出
雲
選

手
・
五
十
嵐
史
弥
選
手
を
３

―
０
で
破
っ
て
流
れ
を
引
き
寄

せ
、
四
番
田
中
佑
汰
選
手
の
勝

利
に
よ
り
チ
ー
ム
は
３
―
１
で

決
勝
進
出
し
ま
し
た
。

　

決
勝
は
昨
年
に
続
い
て
野
田

学
園
と
の
対
戦
。
一
番
で
全
日

本
二
位
の
宮
本
春
樹
選
手
が
敗

れ
、
三
番
の
木
造
選
手
と
髙
見

選
手
の
エ
ー
ス
ダ
ブ
ル
ス
も

ゲ
ー
ム
の
主
導
権
を
握
れ
ず
１

―
３
で
敗
れ
、
チ
ー
ム
は
１
―

２
の
劣
勢
と
な
り
ま
し
た
。
四

番
で
、
今
大
会
こ
こ
ま
で
シ
ン

グ
ル
ス
全
勝
の
田
中
選
手
が

苦
手
選
手
を
相
手
に
し
な
が
ら

３
―
０
で
勝
利
。
ゲ
ー
ム
カ
ウ

ン
ト
２
―
２
で
迎
え
た
五
番
は

髙
見
選
手
が
相
手
選
手
を
全
く

寄
せ
付
け
ず
３
―
０
で
勝
利

し
、
チ
ー
ム
の
三
年
連
続
五
回

目
の
優
勝
を
も
ぎ
取
り
ま
し

た
。

　

今
枝
一
郎
監
督
は
「
反
省
点

の
多
い
大
会
で
、
チ
ー
ム
の
い

い
と
こ
ろ
と
悪
い
と
こ
ろ
が
出

ま
し
た
。
な
か
な
か
思
い
ど
お

り
に
い
か
ず
、
正
直
、
今
回
は

負
け
る
か
も
し
れ
な
い
と
も
思

い
ま
し
た
。
そ
う
し
た
中
で
選

手
が
互
い
に
よ
く
補
っ
て
く
れ

ま
し
た
。
夏
に
は
も
っ
と
苦
し

い
試
合
が
あ
る
と
思
う
の
で
、

さ
ら
に
大
き
く
強
く
な
っ
て
迎

え
た
い
と
思
い
ま
す
」
と
イ
ン

タ
ー
ハ
イ
を
見
据
え
ま
し
た
。

高校卓球部は３連覇 ・ ５回目の優勝
（写真提供 ： ニッタクニュース）

５連覇を達成した附属中卓球部

新入園児と保護者に語りかける
後藤泰之園長

選
抜
卓
球
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設置校四校で卒業式
　

学
園
の
各
設
置
校
の
卒
業
式
は
三
月
一
日
の
愛
工
大
名

電
高
校
を
皮
切
り
に
、
十
五
日
の
愛
工
大
附
属
中
学
校
、

二
十
一
日
の
愛
工
大
情
報
電
子
専
門
学
校
、
二
十
三
日
の

愛
知
工
業
大
学
と
順
次
開
か
れ
ま
し
た
。
卒
業
生
た
ち
は

学
長
や
校
長
か
ら
の
は
な
む
け
の
言
葉
を
胸
に
刻
み
、
懐

か
し
い
校
舎
か
ら
巣
立
っ
て
い
き
ま
し
た
。

大
学
は
千
三
百
五
十
八
人
に
学
位
記
授
与

　

大
学
の
卒
業
証
書
・
学
位
記

授
与
式
は
八
草
キ
ャ
ン
パ
ス
鉀

徳
館
で
行
わ
れ
、
合
わ
せ
て

千
三
百
五
十
八
人
に
後
藤
泰
之

学
長
か
ら
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

博
士
の
学
位
を
取
得
し
た
八

人
に
学
位
記
が
一
人
ず
つ
手
渡

さ
れ
た
の
に
続
き
、
修
士
の
学

位
記
が
工
学
研
究
科
修
了
生

六
十
八
人
と
経
営
情
報
科
学
研

究
科
修
了
生
二
十
九
人
の
各
総

代
に
、
学
部
生
に
対
す
る
卒

業
証
書
・
学
位
記
は
工
学
部

八
百
四
十
六
人
、
経
営
学
部

百
七
十
一
人
、
情
報
科
学
部

二
百
三
十
四
人
の
各
代
表
に
そ

れ
ぞ
れ
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

名
電
高
校
の
平
成
二
十
九 

年
春
の
国
公
立
大
学
合
格
者
数

は
四
十
五
人
で
、
過
去
最
多

の
六
十
人
だ
っ
た
前
年
に
次

ぐ
多
さ
と
な
り
ま
し
た
。
私

立
で
は
愛
知
工
業
大
学
へ
の

二
百
七
十
四
人
を
は
じ
め
、
南

山
大
学
二
十
四
人
、
明
治
大
学

九
人
、
同
志
社
大
学
七
人
、
早

稲
田
大
学
六
人
、
上
智
大
学
四

人
、
慶
應
大
学
二
人
な
ど
で
し

た
。
岩
間
博
校
長
は
「
国
公
立

大
は
昨
年
よ
り
総
数
は
減
り
ま

し
た
が
、
今
年
は
名
古
屋
大
学

合
格
の
四
人
を
は
じ
め
大
学
で

学
び
た
い
こ
と
に
つ
い
て
明
確

な
目
標
を
も
っ
て
努
力
を
続
け

た
多
く
の
生
徒
が
、
私
立
大
も

含
む
難
関
大
学
へ
の
合
格
を
得

て
い
ま
す
」と
話
し
て
い
ま
す
。

四
十
五
人
が
国
公
立
大
合
格

　

後
藤
泰
之
学
長
は
式
辞
で

「
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
含
め
た

『
創
造
』
は
社
会
が
繁
栄
す
る

た
め
の
重
要
な
テ
ー
マ
で
あ
る

一
方
、
豊
か
な
人
間
性
に
裏
付

け
ら
れ
て
い
な
け
れ
ば
人
を
幸

せ
に
は
で
き
な
い
。
新
し
い
時

代
の
担
い
手
と
な
る
た
め
、
本

学
の
建
学
の
精
神
と
教
育
の

モ
ッ
ト
ー
の
意
味
を
も
う
一
度

考
え
て
い
た
だ
き
た
い
」
と
語

り
か
け
ま
し
た
。
卒
業
生
を
代

表
し
て
加
藤
貴
大
さ
ん
（
経
営

情
報
シ
ス
テ
ム
専
攻
）
が
「
自

身
の
よ
り
一
層
の
向
上
に
努

め
、
愛
知
工
業
大
学
卒
業
生
と

し
て
の
自
覚
と
自
信
を
持
ち
、

社
会
に
貢
献
い
た
し
ま
す
」
と

謝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

高
校
は
六
百
四
十
三
人
卒
業

中
学
は
百
十
五
人
巣
立
つ

専
門
学
校
か
ら
は
七
十
九
人

　

名
電
高
校
の
卒
業
証
書
授
与

式
は
若
水
キ
ャ
ン
パ
ス
喬
徳

館
で
行
わ
れ
、
科
学
技
術
科

百
八
十
九
人
、
情
報
科
学
科

四
十
人
、
普
通
科
四
百
十
四
人

の
合
わ
せ
て
六
百
四
十
三
人
が

学
び
舎
を
巣
立
ち
ま
し
た
。

　

岩
間
博
校
長
が
各
科
・
コ
ー

ス
の
代
表
に
卒
業
証
書
を
手
渡

し
、
式
辞
で
「
何
よ
り
も
命
を

大
切
に
、
そ
し
て
自
分
を
支
え

て
く
れ
る
人
々
へ
の
感
謝
を
忘

れ
ず
、
目
標
を
持
っ
て
人
生
を

た
く
ま
し
く
切
り
拓
い
て
い
か

れ
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
」

と
述
べ
ま
し
た
。
続
い
て
後
藤

泰
之
理
事
長
が
「
チ
ャ
レ
ン
ジ

精
神
と
、
培
っ
た
『
名
電
魂
』

を
忘
れ
ず
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
夢

に
向
か
っ
て
前
進
し
て
く
だ
さ

い
」
と
励
ま
し
の
言
葉
を
贈
り

ま
し
た
。
卒
業
生
を
代
表
し
て

科
学
技
術
科
の
眞
木
励
君
が

「
こ
れ
か
ら
も
大
切
に
日
々
を

送
り
た
い
と
思
い
ま
す
」
と
答

辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　

附
属
中
学
校
の
卒
業
証
書
授

与
式
は
淳
和
記
念
館
で
開
か

れ
、
百
十
五
人
が
卒
業
し
ま
し

た
。
卒
業
生
を
代
表
し
て
井
口

美
南
海
さ
ん
が
岩
間
博
校
長
か

ら
卒
業
証
書
を
受
け
ま
し
た
。

　

岩
間
校
長
は
、
式
辞
で
「
自

分
の
可
能
性
を
信
じ
て
未
来
の

扉
を
大
き
く
開
い
て
い
っ
て
く

れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま

す
」
と
は
な
む
け
の
言
葉
を
贈

り
ま
し
た
。
後
藤
泰
之
理
事
長

も
挨
拶
で
「
高
校
生
活
で
は
目

標
を
し
っ
か
り
意
識
し
、
準
備

す
る
と
い
う
こ
と
を
心
が
け
て

く
だ
さ
い
」
と
語
り
か
け
ま
し

た
。
こ
れ
に
応
え
て
、
荻
野
泰

綺
君
が
「
ど
ん
な
困
難
が
あ
っ

て
も
『
誠
実
・
勤
勉
』
の
校
訓

を
忘
れ
ず
乗
り
越
え
て
い
き
ま

す
」
と
力
強
く
答
辞
を
述
べ
ま

し
た
。

　

専
門
学
校
の
卒
業
証
書
授
与

式
は
同
校
四
階
大
教
室
で
行
わ

れ
、
七
十
九
人
が
卒
業
し
ま
し

た
。
代
表
の
仁
瓶
大
地
さ
ん
に

稲
垣
愼
二
校
長
か
ら
卒
業
証
書

が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。
稲
垣
校

長
は
「
一
層
の
研
鑽
努
力
を
積

ま
れ
、
社
会
の
発
展
に
貢
献
で

き
る
エ
ー
ス
に
な
ら
れ
る
こ
と

を
」
と
式
辞
で
語
り
か
け
ま
し

た
。
後
藤
泰
之
理
事
長
も
「
広

い
分
野
の
知
識
・
技
能
を
積
極

的
に
吸
収
し
て
社
会
に
貢
献
し

続
け
て
く
だ
さ
い
」
と
は
な
む

け
の
言
葉
を
贈
り
ま
し
た
。
卒

業
生
を
代
表
し
近
藤
祐
太
さ
ん

が
「
各
々
の
目
指
す
夢
や
目
標

へ
向
か
っ
て
歩
い
て
い
き
ま

す
」
と
謝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

謝辞を述べる加藤貴大さん

答辞を述べる眞木励君

卒業証書を受ける
仁瓶大地さん

高
校
フ
ェ
ン
シ
ン
グ
部
が
全
国
高
校
選
抜
大
会
で
団
体
優
勝



学 園 だ よ り（7） 平成29年6月15日 第166号

　

学
園
は
五
月
九
日
、
学
園
の

発
展
に
寄
与
し
た
川
出
善
晴
・

学
園
顧
問
兼
監
査
室
長
と
久
保

康
雄
・
学
園
総
務
部
元
参
事
に

対
し
て
理
事
長
賞
を
授
与
し
ま

し
た
。

　

川
出
顧
問
は
本
学
を
卒
業
し

た
昭
和
四
十
九
年
に
学
園
に
採

用
さ
れ
、
財
務
系
の
部
署
な
ど

で
四
十
年
以
上
に
わ
た
り
卓
越

し
た
業
務
遂
行
能
力
を
発
揮
し

ま
し
た
。
専
門
学
校
開
設
時
に

適
正
な
事
務
業
務
の
確
立
を
果

た
す
な
ど
、
学
園
の
事
務
機
能

の
改
善
に
取
り
組
み
、
窮
状
を

救
う
事
態
も
度
々
あ
り
ま
し

た
。
学
園
創
立
百
周
年
記
念
事

業
と
し
て
の
募
金
活
動
で
は
、

募
金
事
務
局
の
責
任
者
と
し
て

多
額
の
寄
付
金
獲
得
に
貢
献
し

ま
し
た
。

　

久
保
元
参
事
は
平
成
十
九
年

に
学
園
に
採
用
後
、
一
貫
し
て

広
報
業
務
に
携
わ
り
、
学
内
広

報
に
お
け
る
学
園
・
設
置
校
情

勢
の
周
知
徹
底
、
学
外
広
報
に

お
け
る
Ｐ
Ｒ
に
多
大
な
貢
献
を

し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、理
事
長
・

学
長
を
約
四
十
五
年
務
め
た
後

藤
淳
・
現
総
長
の
半
生
を
ま
と

め
た
「
軌
跡　

後
藤
淳
の
歩
ん

だ
道
」を
上
梓
す
る
に
あ
た
り
、

約
三
年
に
わ
た
っ
て
イ
ン
タ
ビ

ュ
ー
を
重
ね
、
総

長
の
意
を
く
み
な

が
ら
執
筆
、
編
集

し
ま
し
た
。

　

川
出
顧
問
は
三

月
三
十
一
日
付
で

定
年
退
職
し
、
現

在
は
非
常
勤
の
顧

問
。
久
保
元
参
事

は
三
月
三
十
一
日

付
で
総
務
部
広
報

課
臨
時
職
員
を
終

了
し
て
い
ま
す
。

　

理
事
長
賞
の
授

与
は
本
部
棟
三
階
会
議
室
で
行

わ
れ
ま
し
た
。
後
藤
泰
之
理
事

長
が
両
氏
に
表
彰
状
を
手
渡
し

　

名
電
高
校
フ
ェ
ン
シ
ン
グ
部

は
三
月
十
八
～
二
十
日
に
甲
府

市
総
合
市
民
会
館
山
の
都
ア

リ
ー
ナ
で
開
か
れ
た
第
四
十
一

回
全
国
高
等
学
校
選
抜
フ
ェ
ン

シ
ン
グ
大
会
で
、
男
子
サ
ー
ブ

ル
団
体
優
勝
し
ま
し
た
。

　

大
会
は
、
第
四
十
回
ま
で
フ

ル
ー
レ
の
学
校
対
抗
戦
だ
け
を

実
施
し
て
い
ま
し
た
が
、
世
界

で
の
日
本
人
選
手
の
活
躍
に
よ

り
、
今
大
会
か
ら
エ
ペ
と
サ
ー

ブ
ル
の
学
校
対
抗
戦
も
実
施
さ

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

大
会
に
は
十
七
歳
以
下
日
本

代
表
選
手
で
あ
る
尾
矢
陽
太
選

手
と
、
世
界
の
大
会
も
経
験
し

て
い
る
平
田
佳
史
樹
選
手
、
加

賀
匠
馬
選
手
を
中
心
に
、
宮
地

恭
平
選
手
、
松
田
隆
之
介
選
手

が
加
わ
る
五
人
の
メ
ン
バ
ー
で

臨
み
ま
し
た
。

　

競
技
は
、
都
道
府
県
予
選
の

優
勝
校
が
各
地
区
予
選
に
進
出

し
、
そ
こ
で
上
位
に
入
っ
た
計

二
十
四
チ
ー
ム
に
よ
る
ト
ー
ナ

メ
ン
ト
戦
と
な
り
ま
す
。
試
合

は
、
三
選
手
対
三
選
手
が
あ
ら

か
じ
め
決
め
ら
れ
た
順
番
で
九

試
合
を
行
い
、
一
試
合
目
は
５

点
ま
で
、
二
試
合
目
は
10 
点
ま

で
…
九
試
合
目
は
45
点
ま
で

と
、
チ
ー
ム
で
積
み
重
ね
た
得

点
を
争
う
方
式
で
す
。
本
校
は

昨
年
十
二
月
に
行
わ
れ
た
東
海

選
抜
で
優
勝
し
て
い
た
た
め
一

回
戦
は
シ
ー
ド
。
二
回
戦
の
一

関
第
二
（
岩
手
）
戦
は
45
対
22

で
順
当
に
勝
ち
上
が
り
、
準
々

決
勝
で
、
本
校
と
と
も
に
優
勝

候
補
と
目
さ
れ
て
い
た
三
本
松

（
香
川
）
と
対
戦
し
ま
し
た
。

　
「
六
試
合
目
終
了
時
に
は
19

対
30
と
11
点
差
を
リ
ー
ド
さ
れ

て
い
る
展
開
で
し
た
が
、
七
試

合
目
で
加
賀
が
５
点
、
八
試
合

目
で
平
田
が
２
点
、
九
試
合
目

で
尾
矢
が
４
点
差
を
逆
転
し

て
、45
対
42
で
勝
利
し
ま
し
た
。

誰
も
が『
三
本
松
が
勝
っ
た
な
』

と
思
う
試
合
展
開
で
の
大
逆
転

で
し
た
」
と
、冨
田
弘
樹
監
督
。

　

準
決
勝
の
玉
野
光
南（
岡
山
）

戦
は
終
始
リ
ー
ド
し
て
45
対
32

で
勝
利
し
、
決
勝
に
進
出
し
ま

し
た
。
決
勝
は
羽
島
北（
岐
阜
）

と
の
東
海
対
決
と
な
り
、
最
初

こ
そ
リ
ー
ド
を
許
し
ま
し
た

が
、
難
な
く
逆
転
。
45
対
33
で

優
勝
を
果
た
し
ま
し
た
。

　

学
園
は
五
月
二
十
二
日
、
高

校
フ
ェ
ン
シ
ン
グ
部
を
学
園
表

彰
し
ま
し
た
。　

高
校
フ
ェ
ン
シ
ン
グ
部
が
全
国
高
校
選
抜
大
会
で
団
体
優
勝

今
大
会
か
ら
実
施
の
サ
ー
ブ
ル
で

サーブル団体を制した選手たち

川
出
顧
問
と
久
保
元
参
事
に
理
事
長
賞

「
川
出
さ
ん
は
冷

静
な
性
格
を
大
い

に
発
揮
さ
れ
、
皆

さ
ん
か
ら
の
信
頼

も
厚
く
、
さ
ま
ざ

ま
な
要
職
を
歩
い

て
こ
ら
れ
ま
し

た
。
久
保
さ
ん
が

三
年
間
の
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
で
ま
と
め

た
後
藤
総
長
の
軌

跡
は
読
み
や
す

く
、
総
長
の
人
柄

が
よ
く
わ
か
り
ま

す
」
と
両
氏
の
功
績
を
た
た
え

ま
し
た
。

　

こ
れ
に
こ
た
え
て
川
出
顧
問

が
「
人
生
の
大
部
分
を
学
園
で

お
世
話
に
な
り
、
重
箱
の
隅
を

つ
つ
く
よ
う
な
こ
と
を
言
っ
て

皆
さ
ん
に
い
ろ
い
ろ
ご
迷
惑
を

か
け
た
と
思
い
ま
す
。
な
ん
と

か
無
事
に
卒
業
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
」、
久
保
元
参
事
が

「
総
長
先
生
の
生
の
お
話
を
聞

き
、
本
を
ま
と
め
ら
れ
た
の
は

稀
有
な
例
か
と
思
い
ま
す
。
学

園
で
仕
事
を
さ
せ
て
い
た
だ
い

た
の
は
幸
運
で
あ
り
、
や
り
が

い
が
あ
り
ま
し
た
」
と
、
そ
れ

ぞ
れ
お
礼
を
述
べ
ま
し
た
。

後藤理事長を囲んで、 川出顧問 （右） と久保元参事
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競
技
ス
キ
ー
部
四
方
選
手
が
全
日
本
制
覇

　

大
学
競
技
ス
キ
ー
部
の
四
方

元
幾
選
手
（
経
営
学
科
四
年
）

が
、
三
月
に
富
山
県
南
砺
市
・

た
い
ら
ス
キ
ー
場
で
開
か
れ
た

第
三
十
七
回
全
日
本
ス
キ
ー
選

手
権
大
会
フ
リ
ー
ス
タ
イ
ル
競

技
の
モ
ー
グ
ル
で
初
優
勝
し
ま

し
た
。
学
園
は
六
月
一
日
、
競

技
ス
キ
ー
部
に
対
し
て
学
園
表

彰
を
行
い
ま
し
た
。

　

四
方
選
手
の
全
日
本
制
覇
は

昨
年
の
デ
ュ
ア
ル
モ
ー
グ
ル
に

続
い
て
二
回
目
で
す
。
今
季
の

世
界
選
手
権
で
二
冠
を
達
成
し

た
堀
島
行
真
選
手
（
中
京
大
）

や
他
の
ナ
シ
ョ
ナ
ル
チ
ー
ム
メ

ン
バ
ー
が
出
場
し
て
い
る
中
で

の
価
値
あ
る
優
勝
と
な
り
ま
し

た
。
四
方
選
手
は
外
国
人
選
手

に
負
け
な
い
パ
ワ
ー
を
つ
け
る

た
め
に
意
識
し
て
食
事
量
を
増

や
し
、
筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の

割
合
を
高
め
る
こ
と
で
課
題
だ

っ
た
ス
ピ
ー
ド
に
対
応
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
現
在
は

二
〇
一
八
年
の
平
昌
五
輪
出
場

を
目
指
し
、
雪
上
・
陸
上
ト
レ

ー
ニ
ン
グ
に
励
ん
で
い
ま
す
。

　

学
園
表
彰
は
八
草
キ
ャ
ン
パ

ス
本
部
棟
で
行
わ
れ
、
後
藤
泰

之
理
事
長
が
四
方
選
手
と
西
裕

之
監
督
に
表
彰
状
を
手
渡
し
て

「
ぜ
ひ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
目
標

に
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
期

待
す
る
言
葉
を
か
け
ま
し
た
。

四
方
選
手
が
平
昌
五
輪
派
遣

選
考
で
勝
ち
残
れ
る
か
は
「
ギ

リ
ギ
リ
の
ラ
イ
ン
」（
西
監
督
）

と
い
い
ま
す
が
、
来
季
の
全
日

本
強
化
指
定
選
手
に
も
決
定

し
、夢
に
向
か
っ
て
一
歩
前
進
。

後
藤
理
事
長
の
激
励
に
こ
た
え

て
「
愛
知
工
業
大
学
の
学
生
と

し
て
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
目
指
す

と
い
う
目
標
に
向
か
い
、
一
つ

ず
つ
階
段
を
上
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
残
り
の
一
年
も
逆
境

が
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
そ
れ

に
負
け
ず
に
精
進
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
」
と
今
後
の
活

躍
を
誓
い
ま
し
た
。

徳
倉
建
設
が
学
園
に
寄
付

　

学
園
の
後
援
会
組
織
「
愛
名

会
」
会
員
企
業
で
あ
る
徳
倉
建

設
（
名
古
屋
市
中
区
）
か
ら
本

学
に
百
万
円
の
寄
付
が
あ
り
ま

し
た
。

　

本
学
ラ
グ
ビ
ー
部
Ｏ
Ｂ
の
横

地
博
之
・
徳
倉
建
設
執
行
役
員

か
ら
ラ
グ
ビ
ー
部
監
督
の
岡
本

昌
也
経
営
学
科
教
授
を
通
じ
て

「
会
社
創
立
七
十
周
年
記
念
に
」

と
申
し
出
が
あ
り
、
受
配
者
指

愛
名
会
総
会 

モ
ノ
づ
く
り
テ
ー
マ
に
青
木
氏
が
講
演

講演する青木豊彦氏

学園表彰を受けた四方元幾選手ら

寄付金受領書を受け取る
徳倉建設の伊藤主税取締
役常務執行役員 （左）

　

学
園
の
後
援
会
組
織
・
名

古
屋
電
気
学
園
愛
名
会
の
平

成
二
十
九
年
度
総
会
は
五
月

二
十
六
日
、
会
員
や
学
園
関
係

者
ら
三
百
四
人
が
出
席
し
て
名

古
屋
東
急
ホ
テ
ル
で
開
か
れ
ま

し
た
。

　

挨
拶
に
立
っ
た
佐
々
木
眞
一

会
長
は
、
二
十
八
年
度
の
就
職

交
流
事
業
な
ど
に
触
れ
て
「
本

会
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
、

活
動
を
よ
り
活
発
に
進
め
た

い
」
と
協
力
を
呼
び
掛
け
ま
し

た
。
続
い
て
名
誉
会
長
の
後
藤

泰
之
理
事
長
が
、
会
員
企
業
の

支
援
に
対
し
て
お
礼
を
述
べ
る

と
と
も
に
「
四
月
か
ら
大
学
に

研
究
支
援
本
部
を
立
ち
上
げ
、

さ
ら
に
企
業
と
の
産
学
連
携
を

強
化
し
て
い
く
」
な
ど
と
学
園

の
近
況
を
報
告
し
ま
し
た
。

　

総
会
で
は
、
二
十
八
年
度
の

事
業
や
決
算
、
二
十
九
年
度
の

事
業
計
画
や
予
算
な
ど
が
報
告

さ
れ
た
ほ
か
、
大
学
キ
ャ
リ
ア

セ
ン
タ
ー
の
津
田
紀
生
セ
ン
タ

ー
長
が
二
十
八
・
二
十
九
年
度

の
就
職
状
況
を
説
明
し
、
学
生

の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
活
動
へ

の
協
力
も
呼
び
掛
け
ま
し
た
。

　

こ
の
後
の
講
演
会
で
は
、
東

大
阪
市
モ
ノ
づ
く
り
親
善
大
使

を
務
め
る
株
式
会
社
ア
オ
キ
取

締
役
会
長
の
青
木
豊
彦
氏
が

「
モ
ノ
づ
く
り
の
心
意
気
と 

ま

い
ど
1
号
の
成
功
」
と
題
し
て

約
一
時
間
話
を
し
ま
し
た
。

　

同
社
は
、
農
業
用
機
械
部
品

の
製
造
か
ら
ロ
ボ
ッ
ト
部
品
・

航
空
機
部
品
製
造
へ
と
進
出
を

果
た
し
、
一
九
九
七
年
に
ボ
ー

イ
ン
グ
社
の
認
定
工
場
と
な
り

ま
し
た
。
不
況
に
あ
え
ぐ
東
大

阪
を
若
者
が
モ
ノ
づ
く
り
の
魅

力
に
ひ
か
れ
て
集
ま
る
街
に
し

た
い
と
尽
力
す
る
青
木
氏
は
、

二
〇
〇
二
年
の
東
大
阪
宇
宙
開

発
協
同
組
合
設
立
を
経
て
〇
九

年
一
月
、
人
工
衛
星
「
ま
い
ど

1
号
」
の
打
ち
上
げ
に
成
功
し

ま
し
た
。

　

青
木
氏
は
「『
社
員
の
目
が

光
っ
て
い
る
か
ら
』
と
い
う
理

由
で
ボ
ー
イ
ン
グ
社
は
認
め
て

く
れ
た
。
仕
事
へ
の
誇
り
は
、

も
の
す
ご
い
パ
ワ
ー
に
な
る
ん

で
す
」
な
ど
と
、
笑
い
や
涙
を

交
え
て
体
験
を
熱
く
語
り
、
聴

く
者
の
心
を
つ
か
み
ま
し
た
。

定
寄
付
金
制
度
の
対
象
で
あ
る

学
校
法
人
名
古
屋
電
気
学
園
教

育
研
究
支
援
募
金
に
対
し
て
寄

付
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

五
月
九
日
、
徳
倉
建
設
の
伊

藤
主
税
取
締
役
常
務
執
行
役
員

ら
が
八
草
キ
ャ
ン
パ
ス
本
部
棟

を
訪
れ
、
後
藤
泰
之
理
事
長
か

ら
寄
付
金
受
領
書
を
受
け
取
り

ま
し
た
。
徳
倉
建
設
に
は
、
こ

れ
ま
で
に
本
学
か
ら
四
十
一
人

が
就
職
し
て
い
ま
す
。
伊
藤
取

締
役
常
務
執
行
役
員
も
本
学
Ｏ

Ｂ
で
あ
り
「
恩
返
し
と
感
謝
の

気
持
ち
を
込
め
て
」
と
寄
付
の

趣
旨
を
話
し
ま
し
た
。


